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Abstract:　 Man cannot think without language. Therefore man’s thinking is necessarily restricted by the structure
of language. The languages of philosophy are European languages whose cores are subjects. Subjects correspond to
self-identical individuals. So philosophical thinking is confined to the realm of self-identical individuals.
Everything in philosophy is individual. Even the raw material of our world is explained as the individual perceptions
or something like these. But actuality is not made up of individuals. It is shapeless. Continuous becoming is the
actual state of the world we live in. Some philosophers realized this fact. However, they could not overcome the limit
of individuals because they cannot think without subjects. 
On the contrary, the Japanese language is free from subjects. Indeed school-grammar tells us that the Japanese
language has subjects like European languages, but it is a fiction made by the Meiji government. The Japanese
language has in itself no subject. This means that Japanese thinking can overcome the limit of European thought. 
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いえば，文のはじめが I ならば am，You ならば are，He /
Sheならば isというように述語は主語に従って変化する。た
だし，複数形の場合は全部 areとなるからこの点英文法は不
完全ということになる。仏語なら，je suis, tu es, il /ell est, nous
















































































































































































































































































































































る」ことができる。」邦訳３６頁。（Das Seyn (als Ereignis)
brucht das Seinende, damit es, das Seyn, wese. Nicht so bedarf
das Seiende des Seyns. Das Seiende kann noch ≫ sein ≪ in der
Seinsverlassenheit, ...s.30）「われわれは有（生起）を決して直
接に言い示すことはできない。」邦訳８７頁。（Wir können
das Seyn (Ereignis) nie unmittelbar sagen, ... s.79）つまり，ハイ
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思考は言語と不可分である。そのため，思考は言語の構造に制約される。哲学の用いる言語は西洋語で
ある。西洋語は主語を核として成立する。主語は自己同一的な個体に対応する。したがって，哲学的思考
は個体の枠組みの中にある。哲学は世界を個体から構成されているものと考える。世界の根底にある素材
でさえ，哲学は観念や感覚要素やセンスデータといった個体として解釈する。
個体の次元に拘束されているかぎり，哲学は生の現実に触れることができない。なぜというに，生の現
実はそのような一定の形をもたないからである。現実は絶えることのない生成消滅である。一方，日本語
はこのような形のない現実をそのまま捉えることができる。それは，日本語が本来主語をもたないからで
ある。日本語は形のない現実をそのまま述べる述語によって成立している。
明治期の近代化戦略により，日本語も英文法にならって西洋的構造を付与された。そのために日本語本
来の姿は見失われてしまった。だが，われわれが日々それによって暮らし，それによって考えている日本
語は，実質においては依然として主語をもたない述語本位の日本語である。
現在，西洋哲学は自己同一的個体の根底にある現実をを捉えようとして捉えあぐねている。もしもわれ
われが西洋化された日本語とともに本来の日本語をも思考の中に取り入れることができるならば，哲学が
現実を前にたじろいでいる情況を打開することに貢献できるのではなかろうか。
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